
第
一
編
（
一
九
六
一
年
九
月
二
十
日
）

信
貴
山
縁
起
繪
巻
の
南
都
的
作
風

源

豊

宗

比
較
音
楽
学
の
沿
革
と
方
法

張

源

祥

表
現
に
お
け
る
現
実
の
問
題

今

井

清

音
楽
の
理
解
可
能
性
に
つ
い
て

谷

村

晃

河
村
岷
雪
の
「
百
富
士
」
と
北
斎
の
富
嶽
図

磯

博

鳳
凰
堂
の
装
飾
意
匠

吉

村

元

雄

ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ポ
ー
に
つ
い
て

大

和

芳

子

│
│
ヴ
ィ
ユ
ー
・
コ
ロ
ン
ビ
エ
座
創
設
ま
で
│
│

室
生
寺
派
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て

吉

田

友

之

│
│
貞
観
彫
刻
に
於
け
る
流
派
の
研
究
│
│

研
究
室
雑
録

第
二
編
（
一
九
六
二
年
二
月
二
十
日
）

真
光
寺
本
遊
行
縁
起
絵
巻
の
作
風

源

豊

宗

音
楽
美
学
の
成
立
と
展
開

張

源

祥

ク
レ
ー
研
究
序
説

今

井

清

│
│
作
家
の
作
風
形
成
期
の
考
察
│
│

岩
佐
勝
重
研
究
序
説

磯

博

日
本
原
始
文
様
序
説

吉

村

元

雄

│
│
呪
術
と
文
様
│
│

延
暦
期
木
彫
群
に
つ
い
て

吉

田

友

之

│
│
素
木
像
成
立
に
関
す
る
一
つ
の
疑
問
│
│

音
楽
に
お
け
る
象
徴
概
念
に
つ
い
て

浅

野

隆

C
arlPhilipp

Em
anuelB

ach

のC
lavichord

音
楽
に
つ
い
て

谷

村

晃

Théâtre
du
V
ieux-C

olom
bier

の
誕
生

大

和

芳

子

研
究
室
雑
録

第
三
編
（
一
九
六
三
年
十
二
月
二
十
日
）

日
本
に
お
け
る
南
画
の
勃
興

源

豊

宗

音
楽
の
享
受
と
作
品

張

源

祥

播
磨
国
報
恩
寺
の
宋
風
仏
像
彫
刻
に
つ
い
て

磯

博

英
賀
神
社
社
蔵
天
神
縁
起
絵
に
つ
い
て

吉

田

友

之

ヴ
ィ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
エ
座
第
一
次
大
戦
勃
発
ま
で

清

水

芳

子

鳥
羽
勝
光
明
院
の
造
仏
を
め
ぐ
る
問
題

斉

藤

孝

│
│
藤
原
彫
刻
の
創
造
に
お
け
る
貴
族
の
役
割
│
│

イ
ギ
リ
ス
の
マ
ド
リ
ガ
ル
研
究
の
課
題

浅

野

隆

│
│Joseph

K
erm
an

の
研
究
論
文
を
中
心
に
│
│

『
美
学
論
究
』
掲
載
論
文
総
目
次
（
第
一
編
│
第
三
十
六
編
）

三
八



研
究
室
雑
録

ド
イ
ツ
通
信

谷

村

晃

第
四
編
（
一
九
六
六
年
十
二
月
二
十
日
）

源

豊
宗
教
授
退
任
記
念
号

相
阿
弥
の
芸
術

源

豊

宗

音
楽
の
二
つ
の
世
界

谷

村

晃

伝
統
の
構
造

吉

田

友

之

│
│
パ
レ
イ
ソ
ン
の
講
演
録
か
ら
│
│

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
コ
ポ
ー

清

水

芳

子

東
寺
西
院
八
幡
三
神
像
の
作
風

斉

藤

孝

│
│
貞
観
彫
刻
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
密
教
様
の
問
題
│
│

源
教
授
を
送
る

張

源

祥

美
学
研
究
室
雑
録

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

Einige
Editionsproblem

e
in
der

japanischen
M
usik

谷

村

晃

第
五
編
（
一
九
七
一
年
三
月
二
十
日
）

ア
レ
ゴ
リ
ー
小
論

今

井

清

映
像
試
問

小

山

義

美

ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
コ
ポ
ー
と
ヴ
ィ
ユ
・

コ
ロ
ン
ビ
エ
座

清

水

芳

子

音
楽
作
品
の
あ
り
方
と
そ
の
認
識

林

幹

徳

播
州
の
蕭
白
画
に
つ
い
て

松

尾

勝

彦

三
木
市
金
剛
寺
蔵
の
競
馬
・
遊
楽
図
屛
風

磯

博

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
音
楽
に
お
け
る
フ
ェ
ル
マ
ー
タ

谷

村

晃

Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
の
特
質
に
つ
い
て

中

山

明

慶

ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
解
釈
に
お
け
る

“G
rundsym

bol”

に
つ
い
て
㈠

畑

道

也

ス
ペ
イ
ン
の
作
曲
家
ビ
ク
ト
ー
リ
ア
に
つ
い
て

矢

追

章
二
郎

第
六
編
（
一
九
七
八
年
四
月
十
日
）

根
源
的
美
に
就
い
て
の
一
考
察

浅

岡

潔

│
│
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
場
合
│
│

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
レ
ア
リ
ス
ム

師
子
堂

恵

信

文
学
作
品
の
解
釈

田

中

幸

子

演
劇
に
お
け
る
演
劇
性

永

田

彰

三

│
│
詩
劇
と
現
代
演
劇
を
中
心
に
し
て
│
│

ト
レ
ス
海
峡
諸
島
音
楽
調
査

畑

道

也

│
│
サ
ー
ズ
デ
ィ
島
、
ヤ
ム
島
、
ヨ
ー
ク
島
調
査
記
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ド
ビ
ッ
シ
ー
に
お
け
る
旋
法
性

振

津

郁

江

│
│
フ
ォ
ー
レ
と
の
対
照
に
お
い
て
│
│

三
九



第
七
編
（
一
九
八
四
年
十
二
月
十
日
）

（
遺
稿
）
映
像
の
性
格

小

山

義

美

│
│
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
海
岸
を
走
っ
て
│
│

新
羅
の
古
都
慶
州
へ
の
旅

磯

博

メ
ル
ロ＝

ポ
ン
テ
ィ
の
言
語
論
と
後
期
哲
学

三

好

栄

三

ヴ
ァ
ー
ジ
ナ
リ
ス
ト
の
変
奏
曲
に
つ
い
て

村

田

公

一

「『
伊
年
』
印
草
花
図
」
序

皆

見

敦

子

円
山
応
挙
の
写
生
と
筆
技
に
関
す
る
一
考
察

山

西

健

夫

第
八
編
（
一
九
九
〇
年
三
月
二
十
日
）

M
aurice

M
erleau-Ponty/Jackson

Pollock

三

好

栄

三

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
に
お
け
る
他
者
と
主
体
の
論
理

高

瀬

博

文

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ト
レ
ス
海
峡
諸
島
の
音
楽
と
ポ
リ
ネ
シ
ア

畑

道

也

ナ
チ
・
ド
イ
ツ
初
期
の
映
画
政
策

福

原

正

行

第
九
編
（
一
九
九
二
年
三
月
二
十
日
）

一
七
六
五
年
の
デ
ィ
ド
ロ
の
サ
ロ
ン
批
評

野

口

榮

子

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
〈
叙
述
〉（D

arstellung

）

松

井

泰

典

「
天
狗
草
紙
」
考

下

原

美

保

│
│
画
中
詞
等
か
ら
み
た
原
本
に
お
け
る
鑑
賞
法
と
享
受
者
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

楽
曲
分
析
に
基
づ
く
音
楽
学
習
試
論

橋

本

斉

│
│
ピ
ア
ノ
学
習
の
初
級
課
程
に
お
け
る
声
部
書
法
分
析
と
解
釈
│
│

第
十
編
（
一
九
九
五
年
三
月
二
十
五
日
）

文
化
と
し
て
の
映
画
と
演
劇

永

田

彰

三

十
六
世
紀
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
宮
廷
音
楽
家
バ
ク
フ
ァ
ル
ク

冨

浪

貴

志

│
│
バ
ル
ト
ー
ク
、
コ
ダ
ー
イ
に
先
駆
け
た
声
楽
に
基
づ
く
器
楽
の
作
曲
│
│

福
岡
市
博
物
館
蔵
「
柿
本
人
麿
像
」
に
つ
い
て

下

原

美

保

江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
輸
出
漆
器
の
多
様
性
に
つ
い
て

波

田

よ
し
子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

音
楽
分
析
の
効
用

木

村

直

弘

│
│
ア
ド
ル
ノ
の
シ
ェ
ン
カ
ー
理
解
を
め
ぐ
っ
て
│
│

Tem
peratur

と
音
律

笹

野

祐

子

カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』
に
お
け
る
音
楽
思
想
に
つ
い
て

三

村

利

恵

第
十
一
編
（
一
九
九
六
年
三
月
二
十
日
）

一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ソ
ア
一
世

野

口

榮

子

方
法
と
し
て
の
『
明
る
い
部
屋
』

松

井

泰

典

東
大
寺
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
と
随
具
像
に
つ
い
て
の

一
試
考

中

西

真
美
子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

メ
ル
ス
マ
ン
音
楽
論
再
考

橋

本

斉

四
〇



│
│
エ
ネ
ル
ギ
ー
説
の
再
検
討
に
向
け
て
│
│

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
〈
最
後
の
晩
餐
〉
の

解
釈
に
つ
い
て

播

磨

淳

子

第
十
二
編
（
一
九
九
七
年
三
月
二
十
日
）

屛
風
絵
の
藤

永

田

雄
次
郎

│
│
貫
之
の
屛
風
歌
の
美
術
史
的
意
味
│
│

中
山
法
華
経
寺
蔵

春
日
山
蒔
絵
箱
に
つ
い
て

近
藤（
渡
辺
）利
江
子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
演
劇
表
現

永

田

彰

三

│
│
そ
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
│
│

調
性
音
楽
に
お
け
る
無
調
的
側
面

冨

浪

貴

志

│
│
Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
Ｆ
・
リ
ス
ト
の
作
品
を
例
に
し
た
一
考
察
│
│

第
十
三
編
（
一
九
九
八
年
三
月
二
十
日
）

チ
ッ
ペ
ン
デ
ー
ル
の
家
具

野

口

榮

子

│
│
イ
ギ
リ
ス
十
八
世
紀
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
│
│

屛
風
絵
と
色
紙
形

永

田

雄
次
郎

│
│
絵
画
と
文
学
の
懸
け
橋
│
│

蕪
村
絵
画
の
特
質

岡

村

知

子

│
│
そ
の
テ
ー
マ
と
表
現
│
│

研
究
資
料

岩
佐
勝
重
筆

福
井
城
本
丸
御
殿
鶴
の
間
の
襖
絵

磯

博

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
イ
ヴ
ズ
の
歌
曲
に
お
け
る

旋
律
と
伴
奏
の
関
係

服

部

智

行

│
│《
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ン
ド
ン
》
分
析
│
│

第
十
四
編
（
一
九
九
九
年
三
月
二
十
日
）

土
田
麥
僊
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

上

田

文

│
│
渡
欧
に
よ
る
芸
術
観
の
変
化
に
つ
い
て
│
│

フ
リ
ー
ア
本
東
北
院
職
人
歌
合
絵
巻
に
つ
い
て

岡

泰

央

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

１９
世
紀
末
の
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
マ
リ
ー
島
の
音
楽

畑

道

也

│
│C

.S.M
Y
ER
S

の
報
告
を
め
ぐ
っ
て
│
│

E.F.Fenollosa
and

the
Im
portation

of
A
esthetics

into
Japan

加

藤

哲

弘

図
形
楽
譜
の
目
指
す
も
の
と
そ
の
限
界

木

下

和

重

│
│
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
に
よ
る
記
譜
法
の
実
験
│
│

第
十
五
編
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
十
日
）

春
日
大
社
古
神
宝
「
蒔
絵
箏
」
に
つ
い
て
の
考
察

猪

熊

兼

樹

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

四
一



制
度
と
し
て
の
美
術
史
学
と
そ
の
研
究
対
象

加

藤

哲

弘

１９
世
紀
前
半
に
お
け
る
音
楽
享
受
と
「
宗
教
的
な
音
楽
」

三

村

利

恵

浄
土
教
に
お
け
る
音
楽
思
想
と
そ
の
展
開

岩

堀

智

美

│
│
浄
土
三
部
経
と
往
生
伝
を
中
心
に
│
│

近
代
日
本
画
史
に
お
け
る
「
平
八
郎
様
式
」

岡

崎

麻

美

│
│
福
田
平
八
郎
筆
《
漣
》
を
中
心
に
│
│

第
十
六
編
（
二
〇
〇
一
年
三
月
二
十
日
）

「
一
遍
聖
絵
」
景
観
考

河

野

あ
ゆ
み

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

『
詩
と
音
楽
』
お
よ
び
『
ア
ル
ス
音
楽
大
講
座
』

に
み
る
山
田
耕
筰
の
歌
曲
作
曲
法

畑

道

也

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ：

太
陽
及
び
ヴ
ォ
イ
ド
シ
リ
ー
ズ

に
つ
い
て
の
考
察

滝

川

絵

奈

日
本
歌
曲
に
於
け
る
日
本
語
の
問
題

井

上

宏

行

│
│
團
伊
玖
磨
の
歌
曲
を
中
心
と
し
た
一
考
察
│
│

第
十
七
編
（
二
〇
〇
二
年
三
月
二
十
日
）

「
ふ
し
み
殿
」
銘
辻
が
花
裂
を
め
ぐ
っ
て

河

上

繁

樹

光
悦
書
俵
屋
料
紙
の
様
式
的
展
開

甲

野

博

子

│
│
元
和
・
寛
永
期
の
作
品
を
中
心
と
し
て
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

枢
府
白
磁
に
つ
い
て

村

上

恭

子

ダ
リ
ウ
ス
・
ミ
ヨ
ー
の
弦
楽
四
重
奏
曲

初
期
作
品
に
お
け
る
主
題
の
諸
相

長

谷

規

子

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
神
智
学

西

川

啓

司

│
│
影
響
と
摂
取
│
│

第
十
八
編
（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
十
日
）

美
学
科
創
設
五
十
周
年
記
念
号

大
和
絵
瞥
見

永

田

雄
次
郎

│
│「
源
氏
物
語
絵
巻
」
東
屋
第
一
段
を
中
心
と
し
て
│
│

歌
川
広
重
の
描
く
「
日
本
橋
図
」
考

山

本

野
理
子

│
│
そ
の
実
景
表
現
を
め
ぐ
っ
て
│
│

狩
野
内
膳
と
南
蛮
屛
風

塚

本

美

加

│
│
そ
の
画
風
の
確
立
と
継
承
│
│

境
界
の
装
置
と
し
て
の
蝶
鳥
文
様

山

内

麻
衣
子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一
九
七
〇
年
代
末
の
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
音
楽
に
み
ら
れ
る

多
声
性
に
つ
い
て

畑

道

也

ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
演
劇
の
均
質
性

永

田

彰

三

ゲ
ン
ス
ブ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
み
ら
れ
る
英
米
文
化
の
影
響

久

保

菜
生
子

中
世
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ラ
テ
ン
語
聖
歌
集

Piae
cantiones

に
つ
い
て
の
一
考
察

中

藤

有

希

四
二



│
│J.Sibelius

とH
.K
lem
etti

の
編
曲
を
め
ぐ
っ
て
│
│

も
う
ひ
と
り
の
ヘ
ロ
デ

小

嶋

洋

子

│
│
リ
ケ
ッ
ツ
と
ビ
ア
ズ
リ
ー
を
め
ぐ
る
考
察
│
│

戦
前
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
そ
の
時
代

下

村

朝

香

│
│
今
竹
七
郎
の
仕
事
│
│

第
十
九
編
（
二
〇
〇
四
年
三
月
二
十
日
）

天
寿
国
繍
帳
に
つ
い
て

曽
布
川

直

子

伊
藤
若
冲
制
作
の
「
拓
版
画
」
作
品
に
つ
い
て

後

藤

健
一
郎

│
│《
素
絢
帖
》、《
玄
圃
瑤
華
》
を
中
心
に
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

パ
リ
の
ア
メ
リ
カ
先
住
民

加

藤

哲

弘

│
│
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
に
お
け
る
具
体
例
の
役
割
│
│

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
バ
シ
ュ
の
「
芸
術
学
」
に
つ
い
て

片

山

学

箏
曲
に
お
け
る
段
物
の
研
究

勝

部

葉

子

│
│
組
歌
と
の
奏
法
の
比
較
を
中
心
に
し
て
│
│

第
二
十
編
（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
日
）

歌
川
広
重
を
め
ぐ
っ
て

永

田

雄
次
郎

│
│
加
藤
一
雄
の
眼
│
│

上
方
の
浮
世
絵
の
発
生
と
展
開

山

口

真
有
香

│
│
役
者
絵
を
中
心
に
│
│

十
六
世
紀
の
武
家
男
子
に
お
け
る
文
様
染
の
昇
格
を
め
ぐ
っ
て

山

門

貴

子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

平
均
的
イ
メ
ー
ジ
と
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム

岩

城

覚

久

│
│
ド
ゥ
ル
ー
ズ
『
シ
ネ
マ
』
の
出
発
点
と
映
画
原
理
へ
の
一
考
察
│
│

市
川
崑
の
映
画
作
品
に
お
け
る
視
点
の
分
散
と
集
中
に
つ
い
て

中

野

靖

子

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
リ
ッ
ク

久
保
田

政

宏

│
│「
フ
ラ
ン
ス
六
人
組
」
時
代
の
作
品
に
見
る
コ
ク
ト
ー
解
釈
│
│

『
用
心
棒
』
と
ジ
ャ
ン
ル

橋

本

淳

第
二
十
一
編
（
二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
日
）

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
浮
世
絵

永

田

雄
次
郎

│
│
江
戸
時
代
へ
の
あ
こ
が
れ
│
│

平
安
時
代
の
「
男
絵
」
に
つ
い
て

小

林

学

│
│
史
料
的
考
察
を
中
心
と
し
て
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
旋
律
形
成
に
関
す
る
一
考
察

小
味
渕

彦

之

「
映
画
作
家
」
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド

中

村

聡

史

│
│
視
線
の
「
モ
チ
ー
フ
」
と
そ
の
変
化
│
│

バ
ル
テ
ュ
ス
《
街
路
》
に
お
け
る
人
物
像
と
空
間
表
現

松

野

敬

文

│
│『
稚
拙
さ
』
と
い
う
見
地
か
ら
│
│

四
三



第
二
十
二
編
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
日
）

伊
丹
万
作
と
山
中
貞
雄
の
喜
劇
観

桑

原

圭

裕

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
《
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
イ
ス

op.39

》
小
考

網

干

毅

│
│「
胚
」
音
型
と
し
て
のEíH

íE

│
│

『
蜘
蛛
巣
城
』
と
ジ
ャ
ン
ル

橋

本

淳

「
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
映
画
に
つ
い
て
の
一
考
察

中

村

聡

史

│
│「
見
え
な
い
も
の
」
の
視
覚
化
へ
の
試
み
│
│

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
旋
律
様
式

遠

藤

友
美
賀

│
│
プ
フ
ァ
ウ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
理
論
に
関
す
る
批
判
的
考
察
│
│

第
二
十
三
編
（
二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
日
）

「
江
戸
時
代
の
小
袖
に
関
す
る
復
元
的
研
究
」
に
つ
い
て

河

上

繁

樹

│
│
関
学
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
研
究
か
ら
（
Ⅲ
）│
│

貞
享
・
元
禄
期
の
友
禅
染
に
つ
い
て

木

香
奈
子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

自
画
像
に
見
る
エ
イ
キ
ン
ズ
の
自
己
表
象

武

内

利

夫

│
│《
ム
ク
ド
リ
の
狩
猟
を
す
る
画
家
と
そ
の
父
親
》（1874

）
を
中
心
に
│
│

Ａ
・
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
「
前
奏
曲
」

秋

庭

佳
代
子

│
│
和
声
語
法
の
観
点
か
ら
の
考
察
│
│

バ
ル
テ
ュ
ス
《
鏡
の
な
か
の
ア
リ
ス
》（1933

）
に
お
け
る

「
稚
拙
さ
」

松

野

敬

文

ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ
《
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
夫
妻
》
に
描
か
れ
た

近
代
的
農
法

嶋

田

祥

子

第
二
十
四
編
（
二
〇
〇
九
年
三
月
二
十
日
）

『
荒
野
の
ダ
ッ
チ
ワ
イ
フ
』

中

村

聡

史

│
│
大
和
屋
竺
の
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
」
ス
タ
イ
ル
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

文
様
研
究
の
理
論
的
基
礎

加

藤

哲

弘

│
│
リ
ー
グ
ル
に
よ
る
『
様
式
へ
の
問
い
』
を
め
ぐ
っ
て
│
│

「
ア
ニ
メ
美
少
女
」
と
は
何
か
？

松

野

敬

文

│
│
押
井
守
『
機
動
警
察
パ
ト
レ
イ
バ
ー
』
初
期
Ｏ
Ｖ
Ａ
版
、

劇
場
版
２
作
品
を
中
心
に
│
│

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
的
表
現

桑

原

圭

裕

タ
カ
ラ
ヅ
カ
作
品
の
構
成
と
主
題
歌

阪

上

由

紀

│
│《
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
》
を
例
と
し
て
│
│

Ｅ
・
エ
ル
ガ
ー
の
円
熟
期
に
お
け
る
交
響
曲
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

道

廣

真

衣

│
│
そ
の
様
式
的
共
通
性
と
差
異
│
│

第
二
十
五
編
（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
日
）

博
物
館
資
料
か
ら
見
た
小
袖

河

上

繁

樹

│
│
展
示
・
修
復
・
復
元
に
関
す
る
諸
問
題
│
│

四
四



上
村
松
園
の
初
期
作
品
《
花
ざ
か
り
》
に
つ
い
て
の
一
考
察

國

永

裕

子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

没
入
感
と
浮
遊
感

岩

城

覚

久

│
│《
デ
ィ
ヴ
ィ
ナ
・
コ
メ
デ
ィ
ア
》（1991

）│
│

バ
ル
テ
ュ
ス
《
河
岸
（
ポ
ン
・
ヌ
フ
の
近
く
の
堤
）》（1929

）

に
お
け
る
人
物
像
と
風
景
の
描
写

松

野

敬

文

│
│「
稚
拙
さ
」
と
い
う
見
地
か
ら
│
│

北
欧
に
お
け
る
十
八
世
紀
後
半
の
音
楽
的
様
相

中

藤

有

希

│
│
エ
リ
ク
・
ト
ゥ
リ
ン
ド
ベ
リ
旧
蔵
楽
譜
に
着
目
し
て
│
│

研
究
ノ
ー
ト

「
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
マ
ズ
ル
カ
」
の
成
立

平

野

元

久

│
│B

iblioteka
N
arodow

a

所
蔵
の
資
料
調
査
│
│

第
二
十
六
編
（
二
〇
一
一
年
三
月
二
十
日
）

研
究
ノ
ー
ト

文
化
学
園
服
飾
博
物
館
蔵
『
古
錦
帖
』
所
収
の

平
安
様
緯
錦
に
み
ら
れ
る
中
国
遼
代
染
織
品
か
ら
の
影
響

福

本

有
寿
子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

論

文

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
と
ヴ
ィ
ッ
ク
ホ
フ

加

藤

哲

弘

│
│
ヴ
ィ
ッ
ラ
・
フ
ァ
ル
ネ
ジ
ー
ナ
に
お
け
る
連
続
的
物
語
叙
述
を
め
ぐ
っ
て
│
│

『
新
少
女
』
に
お
け
る
夢
二
と
少
女
と
キ
リ
ス
ト
教

小

嶋

洋

子

ジ
ャ
ン
・
ユ
ス
タ
ー
シ
ュ
映
画
に
見
る
表
現
上
の
特
性

安

部

孝

典

野
田
秀
樹
に
み
る
悲
劇
性

坂

本

涼

平

│
│『
キ
ル
』、『
パ
ン
ド
ラ
の
鐘
』、『
オ
イ
ル
』
に
共
通
す
る
構
造
か
ら
│
│

『
転
調
の
秘
訣
』
に
お
け
る
ソ
レ
ー
ル
の
転
調
理
論

宮

内

晴

加

│
│「
素
早
い
」
と
「
ゆ
っ
く
り
と
し
た
」
に
つ
い
て
│
│

第
二
十
七
編
（
二
〇
一
二
年
三
月
二
十
日
）

論

文

「
彦
根
屏
風
」
の
成
立
に
関
す
る
一
試
論

林

茂

郎

│
│
図
様
の
転
用
を
め
ぐ
っ
て
│
│

新
聞
錦
絵
の
絵
画
的
表
現

原

山

詠

子

│
│
一
蕙
斎
芳
幾
に
よ
る
「
東
京
日
々
新
聞
」
を
中
心
に
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

近
現
代
に
お
け
る
染
織
文
化
財
の
価
値
形
成
に
つ
い
て

河

上

繁

樹

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
《
浅
瀬
（
逃
走
）》
に
お
け
る
意
味
の
多
重
性

に
つ
い
て

田

中

可
手
奈

Ａ
．
ソ
レ
ー
ル
の
『
転
調
の
秘
訣
』
に
関
す
る
論
争

宮

内

晴

加

│
│
Ａ
．
ロ
エ
ル
に
よ
る
批
判
と
ソ
レ
ー
ル
の
返
答
│
│

舞
踏
に
お
け
る
「
重
力
」

藤

田

明

史

│
│
土
方
巽
と
大
野
一
雄
に
よ
る
身
体
表
現
の
共
通
点
と
差
異
│
│

四
五



第
二
十
八
編
（
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
日
）

論

文

小
林
清
親
の
戦
争
錦
絵
に
つ
い
て
の
一
考
察

田

淵

房

枝

│
│
明
治
錦
絵
の
新
展
開
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

《
硫
黄
島
の
星
条
旗
》

加

藤

哲

弘

│
│
勝
者
と
敗
者
の
情
念
定
型
│
│

大
正
期
に
お
け
る
寶
塚
少
女
歌
劇
の
構
成
と
主
要
歌
曲

阪

上

由

紀

│
│『
寶
塚
樂
譜
』
掲
載
作
品
を
中
心
に
│
│

手
紙
の
影
と
、
失
わ
れ
た
影

川

﨑

辰

洋

│
│
ム
ン
ク
の
《
思
春
期
》
第
１
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
、
そ
れ
に
関
す
る
手
紙
│
│

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
作
《
バ
テ
シ
バ
》
の
画
像
源
泉
と
モ
デ
ル

国

清

景

子

第
二
十
九
編
（
二
〇
一
四
年
三
月
二
十
日
）

論

文

明
治
時
代
に
お
け
る
鏑
木
清
方
の
作
品
制
作

新

井

美

那

│
│
浮
世
絵
受
容
の
観
点
か
ら
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

古
裂
に
、
学
ぶ

河

上

繁

樹

│
│
齋
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寸
描
│
│

現
代
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
構
成
と
内
容

山

上

枝
里
子

│
│
東
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
東
京
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
例
と
し
て
│
│

第
三
十
編
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
日
）

論

文

関
西
学
院
原
田
の
森
キ
ャ
ン
パ
ス
の
景
観
と
海
港
都
市
神
戸

永

田

雄
次
郎

│
│
山
田
耕
筰
、
稲
垣
足
穂
は
語
る
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一
九
六
〇
年
代
の
ド
ゥ
ミ
作
品
に
お
け
る
音
楽

倉

田

麻
里
絵

フ
ァ
イ
ト
・
シ
ュ
ト
ー
ス
作
《
フ
ォ
ル
カ
マ
ー
の
記
念
碑
》

藤

井

泉

│
│〈
ゲ
ツ
セ
マ
ネ
の
祈
り
〉
を
中
心
に
│
│

第
三
十
一
編
（
二
〇
一
六
年
三
月
二
十
日
）

論

文

江
戸
時
代
の
通
人
に
み
る
「
い
き
」
の
装
い

河

上

繁

樹

明
治
時
代
中
期
以
降
に
お
け
る
ケ
ー
プ
付
外
套
の
変
遷

樋

口

温

子

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
美
術
史
研
究
と
そ
の
反
時
代
性

加

藤

哲

弘

第
三
十
二
編
（
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
日
）

論

文

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
に
お
け
る
物
語
世
界
の
内
と
外

桑

原

圭

裕

映
画
に
お
け
る
「
見
る
／
見
ら
れ
る
」
の
反
転

安

部

孝

典

│
│
ゴ
ダ
ー
ル
映
画
を
手
が
か
り
に
│
│

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト1669
年
作
《
神
殿
の
シ
メ
オ
ン
》

国

清

景

子

四
六



│
│
変
遷
の
最
後
に
表
象
さ
れ
た
も
の
│
│

第
三
十
三
編
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
日
）

論

文

私
だ
け
の
「
日
本
美
術
史
ノ
オ
ト
」
か
ら

永

田

雄
次
郎

│
│「
源
氏
物
語
絵
巻
」「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」
に
導
か
れ
て
│
│

近
代
化
す
る
日
本
に
生
き
る
人
々
の
眼

田

淵

房

枝

│
│
小
林
清
親
の
錦
絵
を
通
じ
て
│
│

芸
阿
弥
筆
「
観
瀑
図
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

新

井

美

那

│
│
十
五
世
紀
後
半
の
詩
画
軸
に
み
る
五
山
思
想
を
め
ぐ
っ
て
│
│

第
三
十
四
編
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
日
）

論

文

再
考
、
平
安
時
代
の
錦
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か

河

上

繁

樹

調
査
報
告：

契
丹
・
駙
馬
贈
衛
国
王
墓
出
土
染
織
品

に
つ
い
て

福
本（
桑
原
）有
寿
子

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト1654

年
作
《
ヤ
ン
・
シ
ッ
ク
ス
の
肖
像
》

に
お
け
る
粗
い
仕
上
げ
の
役
割

国

清

景

子

舞
踏
と
ア
ン
グ
ラ
演
劇
の
は
ざ
ま

藤

田

明

史

│
│1960

年
代
に
お
け
る
舞
台
芸
術
の
境
界
線
│
│

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
作
《
ヒ
ュ
ラ
ス
と
ニ
ン
フ
た
ち
》

に
お
け
る
花
の
図
像

伊

藤

ち
ひ
ろ

│
│
睡
蓮
の
両
価
的
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│
│

楽
器
分
類
に
お
け
る
「
ハ
ー
デ
ィ
・
ガ
ー
デ
ィ
属
」
の
定
義

木

村

遥

│
│
構
造
的
要
素
お
よ
び
歴
史
的
変
遷
に
基
づ
く
分
類
の
試
み
│
│

第
三
十
五
編
（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
日
）

論

文

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
古
画
の
考
証
に
つ
い
て

下

原

美

保

│
│
松
浦
静
山
著
『
新
増
書
目
』
を
例
に
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

Ｆ
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ピ
ア
ノ
作
品
に
お
け
る

「
緩
急
２
部
分
構
造
ス
タ
イ
ル
」
完
成
へ
の
過
程

小

石

か
つ
ら

│
│
習
作
群
お
よ
び
《
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
ッ
チ
オ
ー
ソ
》

Ｍ
Ｗ
Ｖ

Ｕ
６７
に
見
る
対
照
と
連
続
│
│

１９
世
紀
イ
ギ
リ
ス
中
産
階
級
に
お
け
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

イ
メ
ー
ジ

関

根

春

花

│
│
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ア
ル
マ＝

タ
デ
マ
の
求
愛
作
品
│
│

四
七
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